
問

土
地
や
建
物
の
相
続

に
関
し
、
実
態
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
が
亡
く
な

っ
た
際
に
提
出
さ
れ
る
納

税
義
務
者
変
更
申
告
書
に

よ
る
と
、
令
和
４
年
１
月

か
ら

月
ま
で
の
分
で
、

10
月
時
点
で
１
１
２
１
件

11

中
、
２
１
４
件
、
約

％
19

が
相
続
登
記
済
で
あ
る
。

昨
年
１
月
～

月
の
分

12

で
は
、
令
和
４
年
２
月
時

点
で
１
２
２
４
件
中
４
２

４
件
、
約

％
が
登
記
済

35

み
で
あ
る
。

別
世
帯
と
な
っ
て
い
る

親
子
間
で
の
相
続
で
、
固

定
資
産
の
相
続
放
棄
の
傾

向
が
多
く
み
ら
れ
る
。

問

国
の
法
改
正
に
よ

り
、
相
続
登
記
の
義
務
化

が
２
０
２
４
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
。

市
民
へ
の
周
知
と
相
談

や
支
援
体
制
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

山
形
地
方
法

務
局
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｑ

＆
Ａ
に
よ
る
周
知
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
案

内
が
さ
れ
て
い
る
。

市
で
は

月
広
報
で
の

12

周
知
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
法
務
局
と
同
じ
相
談
窓

口
案
内
を
掲
載
し
、
納
税

通
知
書
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
同
封
も
検
討
し
て
い

る
。

問

土
地
所
有
権
を
取
得

し
た
相
続
人
が

一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合

に
、
土
地
を
国
庫
に
帰
属

さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
「
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
」
が
来
年
４
月

日
27

か
ら
適
用
開
始
さ
れ
る
。

制
度
の
周
知
と
対
応
は

ど
う
か
。

総
務
部
長

広
報
掲
載
や

納
税
通
知
書
へ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
同
封
な
ど
、
効
果

的
な
周
知
を
検
討
し
た

い
。

制
度
活
用
に
お
い
て
、

年
分
の
管
理
費
相
当
額

10の
負
担
金
納
付
が
必
要
で

あ
り
、
適
切
な
説
明
と
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
ゆ
く
。

JCP鶴岡地区ＨＰ
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子
ど
も
の
置
き
去
り
防
止
の
た
め
の
ブ

ザ
ー
等
安
全
装
置
の
設
置
等
。
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
へ
の
移
行
を
め
ざ
す
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
は

億
円
超
の
予
算
が
つ

31

け
ら
れ
ま
し
た
。

△
関
係
者
の
方
々
と
党
県
議
団
が
一
緒

に
求
め
て
来
た
成
果
も
確
認
で
き
る
予

算
で
す
が
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
危
機

の
中
に
あ
る
各
界
・
各
層
の
県
民
を
支

え
る
に
は
規
模
が
足
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
補
正
予
算
に
お
け
る
国
庫
支
出
は
約

２
５
０
億
円
。
「
防
衛
費
倍
増
」
に
う

つ
つ
を
抜
か
し
て
い
る
場
合
で
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。（

県
議

関

徹
）

△

月
１

12
日
か
ら
20

日
ま
で
県

議
会

月
12

定
例
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
、

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

医
療
機
関
、
運
送
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
（
業
種
不

問
）
、
畜
産
農
家
、
私
立
学
校
へ
の
支

援
等
が
実
現
。新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
医
療
機
関
へ
の
協

力
金
追
加
、
医
療
機
関
へ
の
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
追
加
配
布
、
介
護
事
業
所
へ
の

経
費
支
援
等
。
他
に
、
送
迎
バ
ス
へ
の

NO.２３２８
２０２２．１２．２５
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鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
一
般
質
問
で
１
日
、
日
本

12

共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
が
、
①
土
地
、
建
物
の
相
続
問

題
、
②
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
対
策
、
聴
き
取
る
能

力
の
衰
え
（
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
）
、
③
旧
大
山
尋

常
高
等
小
学
校
「
新
民
館
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。相

続
登
記
義
務
化

市
民
へ
の
周
知
は

認
知
症
予
防

補
聴
器
購
入
助
成
は

問

介
護
予
防
と
認
知
症

予
防
対
策
か
ら
み
た
、
難

聴
者
の
補
聴
器
利
用
の
有

効
性
に
つ
い
て
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
協
会
国
際
会

議
に
お
い
て
、
難
聴
は
認

知
症
の
発
症
要
因
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。

難
聴
に
正
し
く
対
処

し
、
適
切
な
聞
こ
え
を
維

持
す
る
こ
と
は
、
介
護
予

防
と
認
知
症
予
防
の
視
点

か
ら
は
重
要
で
あ
る
。

適
切
な
補
聴
器
利
用
は

一
定
の
有
効
性
が
あ
る
と

考
え
る
。

問

高
齢
者
の
聞
こ
え
問

題
の
実
態
把
握
と
、
山
形

市
で
の
「
聞
こ
え
く
っ
き

り
事
業
」
を
参
考
に
す
べ

き
だ
。

早
期
の
補
聴
器
購
入
を

進
め
る
た
め
に
、
購
入
助

成
も
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長

今
年
度

末
に
実
施
す
る
介
護
予
防

・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
に
、
聞
こ
え
に
関
す

る
設
問
を
追
加
し
、
把
握

を
し
た
い
。

軽
度
・
中
度
難
聴
者
へ

の
購
入
助
成
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

山
形
市
の
手
法
や
結
果

な
ど
を
参
考
に
、
事
業
連

携
の
枠
組
み
や
、
そ
の
効

果
を
調
査
・
研
究
し
て
ゆ

き
た
い
。

「
新
民
館
」
の
価
値
と
評
価
は

問

旧
大
山
尋
常
高
等
小

学
校
「
新
民
館
」
は
、
１

２
０
年
前
に
建
設
さ
れ
、

昭
和

年
の
新
潟
地
震
に

39

よ
る
建
替
え
の
際
に
保
存

会
が
結
成
さ
れ
、
移
築
保

存
が
さ
れ
た
。

建
築
系
の
出
版
社
発
行

の
「
日
本
の
美
し
い
小
学

校
」
で
、
名
作
選

例
の

29

中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

学
校
建
築
上
で
も
貴
重

な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

市
の
歴
史
的
な
教
育
文
化

遺
産
と
考
え
る
が
、
そ
の

価
値
と
評
価
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

地
域
に
親
し

ま
れ
、
地
元
の
歴
史
と
文

化
を
伝
え
る
貴
重
な
施
設

と
理
解
し
て
い
る
。

歴
史
的
価
値
と
評
価
を

定
め
る
た
め
の
客
観
的
、

学
術
的
調
査
が
行
わ
れ
て

い
な
い
の
で
、
そ
の
価
値

は
未
だ
定
ま
っ
て
な
い
。

文
化
財
指
定
は
、
様
々

な
調
査
と
専
門
家
か
ら
の

評
価
・
報
告
書
を
も
と
に

文
化
財
の
価
値
を
確
定

し
、
（
２
面
に
つ
づ
く
）



管理課入札結果（ ）内は予定価格
12月15日入札分

・市立豊浦中学校特別教室冷房設備設置工事(繰越明許)（三瀬字横
町33番地2）（入札8業者うち2業者辞退）
青山工管(株) 9,840,000円（10,050,000円）工期～5/3/30（落札率97.91％）
・市立朝日中学校特別教室冷房設備設置工事(繰越明許)（本郷字笹
目50番地）（入札8業者うち2業者辞退）
森建設工業(株) 13,200,000円（13,480,000円）

工期～5/3/30（落札率97.92％）
・市立あつみ小学校ほか１校特別教室冷房設備設置工事(繰越明許)
（温海字荻田240番地1ほか）（入札8業者うち1業者辞退）
日栄産業(株)13,900,000円（14,200,000円）工期～5/3/30（落札率97.89％）
・市立渡前小学校ほか１校特別教室冷房設備設置工事(繰越明許)
（渡前字中屋敷1番地ほか）（入札8業者うち1業者辞退）
山形空調(株) 18,360,000円（18,740,000円）

工期～5/3/30（落札率97.97％）
市立櫛引東小学校ほか２校特別教室冷房設備設置工事(繰越明許)
（黒川字小在家90番地ほか）（入札8業者うち1業者辞退）
森建設工業(株) 28,650,000円（29,260,000円）

工期～5/3/30（落札率97.92％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月19日入札分

・令和４年度鶴岡市漁業集落排水事業 由良地区浄化センター計装
盤電気設備更新工事（由良地内）（入札7業者）
日栄産業(株) 4,800,000円（4,895,000円）工期～5/3/31（落札率98.06％）
・市公共下水道事業 汚水2E053-2号改築実施設計業務（日和田町地
内）（入札5業者）
(有)安野測量事務所 8,070,000円（8,470,000円）

期間～5/3/31（落札率95.28％）

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
一
般
質
問
で
１
日
、
日
本

12

共
産
党
の
長
谷
川
剛
議
員
が
、
①
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

個
人
事
業
主
に
傷
病
手
当
支
給
を

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
個
人
事
業

主
に
、
傷
病
手
当
を
支
給

す
る
自
治
体
が
広
が
っ
て

い
る
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で

は
事
業
者
傷
病
給
付
金
を

創
設
し
、
１
日
３
千
円
を

支
給
、
ま
た
新
潟
県
新
発

田
市
で
は
、
療
養
日
数
１

日
当
た
り
４
千
円
、
上
限

万
円
を
実
施
し
て
い

10る
。国

の
傷
病
手
当
金
は
事

業
主
が
対
象
外
の
た
め
、

事
業
主
が
申
請
で
き
る
制

度
を
創
設
し
て
い
る
。

他
に
も
神
奈
川
県
相
模

原
市
で
は
「
傷
病
見
舞
金
」

と
し
て
一
人
当
た
り
７
万

円
の
支
給
を
行
う
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
事
業

主
を
支
援
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
必
要

と
考
え
る
が
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長

国
民
健

康
保
険
に
よ
る
傷
病
手
当

金
は
、
勤
務
先
か
ら
給
与

等
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
に
支
給
す
る
制

度
と
な
っ
て
い
る
。

個
人
事
業
主
は
、
そ
の

就
業
形
態
が
多
様
で
あ

り
、
療
養
の
た
め
に
仕
事

を
休
ん
だ
こ
と
に
よ
る
収

入
減
少
の
状
況
把
握
や
、

所
得
補
償
と
し
て
の
妥
当

な
ど
支
給
額
の
算
出
が
難

し
い
な
ど
課
題
が
あ
る
。

国
の
財
政
支
援
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
本
市
で
も
支
給
対
象

と
し
て
い
な
い
が
、
引
き

続
き
他
市
の
取
組
事
例
の

情
報
収
集
に
努
め
る
。

医
療
費
削
減
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は

問

国
保
税
の
均
等
割

は
、
所
得
の
な
い
子
ど
も

を
含
め
家
族
が
増
え
る
と

負
担
が
増
え
る
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
子
育
て
世

帯
に
重
い
負
担
だ
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
や

子
育
て
支
援
に
も
逆
行
し

て
い
る
。

国
は
よ
う
や
く
、
子
ど

も
の
均
等
割
の
負
担
軽
減

を
始
め
た
が
、
小
学
校
入

学
前
の
子
ど
も
に
限
っ
て

お
り
不
十
分
だ
。

歳
ま
で
の
子
ど
も
の

18
均
等
割
り
廃
止
や
、
段
階

的
な
負
担
軽
減
策
は
検
討

し
て
い
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

今
年
度

か
ら
未
就
学
児
を
対
象
に

５
割
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。対

象
者
や
減
額
幅
の
更

な
る
拡
充
を
検
討
す
る
こ

と
が
、
国
会
で
附
帯
決
議

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
県
や
県
市

長
会
を
通
じ
て
、
対
象
を

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
す

18る
よ
う
国
や
県
に
要
望
し

て
き
た
。

市
独
自
に
子
ど
も
の
均

等
割
り
の
廃
止
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
歳
入
が
減
少

す
る
こ
と
と
な
り
、
現
時

点
で
は
難
し
い
。

問

保
険
税
の
県
内
統
一

は
、
市
か
ら
県
へ
の
納
付

金
ベ
ー
ス
で
の
統
一
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

本
市
は
、
特
定
健
診
の

受
診
率
の
向
上
や
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な

ど
に
取
り
組
み
、
医
療
費

を
抑
制
し
て
き
た
。

医
療
費
適
正
化
へ
の
取

組
を
後
押
し
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
措
置
は
ど
う
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

県
と
市

町
村
の
間
で
、
国
保
税
水

準
の
統
一
に
つ
い
て
、
県

へ
の
納
付
金
負
担
の
平
準

化
を
行
う
方
向
で
協
議
が

行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
県
へ
の
納
付
金

を
算
定
す
る
際
に
は
、
各

市
町
村
の
医
療
費
水
準
が

反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
平

準
化
で
は
各
市
町
村
の
医

療
費
水
準
が
反
映
さ
れ
な

い
た
め
、
市
町
村
間
で
の

医
療
費
格
差
の
解
消
が
課

題
と
な
る
。

当
初
県
か
ら
は
、
医
療

費
水
準
の
高
い
市
町
村
の

み
を
対
象
と
す
る
医
療
費

適
正
化
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

措
置
が
示
さ
れ
た
が
、
医

療
費
削
減
の
取
り
組
み

は
、
引
き
続
き
す
べ
て
の

市
町
村
を
対
象
と
す
る
方

向
で
再
検
討
す
る
と
し
、

具
体
的
な
協
議
は
こ
れ
か

ら
だ
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

文
化
財
保
護
審
議
会
に
諮

り
、
教
育
委
員
会
が
指
定

し
て
い
る
。

現
在
２
０
０
件
を
超
え

る
未
指
定
文
化
財
が
存
在

し
て
い
る
。

調
査
に
当
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
性
と
緊

急
性
を
踏
ま
え
、
文
化
財

保
護
審
議
会
の
意
見
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
指
定
・

登
録
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
る
。

問

老
朽
化
が
著
し
く
、

特
に
屋
根
瓦
の
落
下
に
よ

る
児
童
や
住
民
、
来
館
者

へ
の
被
害
も
心
配
さ
れ

る
。早

急
な
対
応
を
図
る
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

教
育
部
長

維
持
管
理

は
、
所
有
者
で
あ
る
大
山

小
学
校
同
窓
会
が
行
っ
て

い
る
。

老
朽
化
に
伴
い
、
屋
根

瓦
の
葺
き
替
え
や
外
壁
の

塗
り
替
え
な
ど
の
修
繕
が

必
要
な
こ
と
、
及
び
財
源

が
卒
業
生
の
寄
付
や
協
賛

金
等
に
頼
ら
ざ
る
得
な
い

こ
と
が
課
題
と
認
識
を
し

て
い
る
。

第
一
義
的
に
は
、
所
有

者
が
適
切
に
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
が
大
前
提
だ
。

現
在
は
ロ
ー
プ
で
囲

い
、
立
ち
入
り
禁
止
の
応

急
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
の
安
全
確
保
の
た

め
、
早
急
に
同
窓
会
と
も

対
策
を
協
議
を
し
て
ゆ

く
。文

化
財
価
値
が
定
ま
っ

て
い
な
い
建
造
物
な
ど
の

保
存
・
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
庁
内
横
断
的
に

検
討
し
て
ゆ
く
。


